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地形から見た人口密度の算出
Estimation of population density based on topography
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人口密度などを算出する際、一般的には行政単位の総面積が用いられる。ただし“住みやすさ”という観点から見た
とき、たとえ人口密度が低くても、山間部では体感的に狭さを感じることもある。
このため、行政面積から林野面積と湖沼面積を差し引いた「可住地面積」を指標とする場合もあるが、林野でも開墾

により居住可能なエリアになる場合もあるため、必ずしも実感に合致しているとは言えない。

本研究では地形の傾斜度に着目し、建物位置と傾斜角の関係から居住可能な傾斜を持つエリアを抽出、そこから湖沼
面積を差し引いた値を「可建地面積」として求める。その上で、行政単位毎にこの値を使った人口密度を使った場合と、
従来の人口密度を比較し、より実感に近い密度になるかを検証する。
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